
まち・ひと・しごと創生総合戦略事業 

個別施策 具体的事業 事業目的・内容／取組実績 ＫＰＩ  

 

被災者支援 

 

コミュニティ形成支援補

助事業・復興公営住宅コ

ミュニティ促進事業 

 

■Ｈ27 予算額

16,200,000 円  

 

 

【事業目的・内容】 

震災の影響で町内会等による祭りなどの

イベント等の開催が自粛され、コミュニケ

ーションづくりの場が少なくなっている

ことから、住民主体で開催する交流事業や

イベントなどの事業に助成を行い、町内会

組織等の再生と仮設住宅団地及び復興公

営住宅入居者のコミュニケーションづく

りやコミュニティの育成促進を図る。 

 

【取組実績】 

〇市内に設立されている町内会や仮設住

宅団地の自治会組織等に対し、1団体年 1

回 10万円を限度として補助金を交付し

た。また、平成 27年度からの追加事業と

して復興公営住宅の入居者と周辺住民と

の交流会等に1復興公営住宅につき1回限

り 10万円を限度とし補助金を交付した。 

・夏まつり（盆踊り） 

・敬老会、環境美化活動  等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請件数 

30件 

 



＜地域包括ケアサポート拠点について＞ 

 

 

地域包括ケアの調整役として、既存の包括ケアセンターや総合支所、地域包括支援セン

ターが担うことが想定されます。また、仮設住宅等から復興公営住宅等への転居に伴い、

被災した市民が集中する地域（新蛇田地区）や既存の総合支所、地域包括支援センターだ

けでは調整役を担いきれない地域（雄勝地区、北上地区、牡鹿地区）には、新たに「地域

包括ケアサポート拠点」を設置します。 

サポート 
拠点 

サポート 
拠点 

サポート 
拠点 

サポート 
拠点 

調整 

調整 

調整 

調整 



包括ケアセンター事業（多職種連携会議の開催） 

 

被災者健康支援の共通理解と関係機関の活動の相互理解を図る。さらに多職種で被災者の支援

課題等を共有することにより、専門性を活かした対策を検討する場とし、事業受託している支援

事業所及び行政との定例会議を月１回、包括ケアセンターで開催している。 

（会議で挙がった内容については、各関係課にも情報提供し、検討の働きかけを行っていく機会

とする） 

 

〈関係機関〉 

① 宮城県看護協会 ② 石巻市社会福祉協議会 ③ みやぎ心のケアセンター 

④ からころステーション ⑤ 基幹相談支援センターくるみ ⑥ 日本医療社会福祉協会 

⑦ 宮城県東部保健福祉事務所 ⑧ 宮城県東部地方振興事務所 

＊石巻市：健康推進課・生活再建支援課・開成仮診療所・介護保険課・包括ケアセンター 

    （必要に応じ）福祉総務課・地域協働課・復興住宅課・住宅管理課 等 

 

 

 

≪今後に向けて≫ 

今後の多職種連携会議については、『在宅医療・介護連携推進』の観点から、要支援者・要介護

者に関わる地域包括支援センター及び居宅介護支援事業者と医師及び歯科医師等を始めとする、

医療関係者及び看護関係者の専門職間との共通理解と関係づくりを進め、連携における課題につ

いて検討していく場面を設けていく予定である。 

＊平成２８年６月から７月にかけて、市内１２地域包括支援センターと４７の居宅介護支援事

業所に対し、アンケート及び聞き取り調査を行っている。 

現在、それぞれの課題の整理を行っており、それぞれの職能団体と事業所との協議を検討し

ている。 

＊各関係機関 

① 医師会 ② 歯科医師会 ③ 訪問看護ステーション 

④ 医療連携室（石巻地域連携実務者ネットワーク） ⑤ リハビリテーション（東部保健福

祉事務所） 



地域包括ケア研修会の開催（平成２７年度実績）
地域包括ケアシステムの構築に向け、
① 一般市民向け：地域包括ケアシステムに関する普及啓発（２回）、②医療・介護の専門職向け：『多職種連携』、『認知症対策』体制構築（５回）
を目的とした研修会を計７回実施。

開催日・
参加者数

内 容 講師

H27.8.28
（21人）

被災地における在宅医療・多職種連携に
ついて

・佐藤 保生 医師
・阿部 朋美 訪問看護師

H27.8.30
（21人）

復興公営住宅移行期の被災者支援体制
・増田 敬 会長
（石巻仮設住宅自治連合
推進会） 他

H27.11.13
（124人）

認知症の人と家族を取り巻く課題と取組
・髙見 国生 代表理事
（認知症の人と家族の会）

H28.2.27
（170人）

・多職種協働による認知症支援
・在宅医療推進に係る専門職研修

・宮崎 和加子 事務局長
（全国訪問看護事業協会）

H28.3.15
（177人）

地域リハビリテーションに関するリハビリ
テーション職向け研修会

・澤村 誠志 名誉院長
（兵庫県立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ-ｼｮﾝｾﾝﾀｰ
中央病院）

開催日・
参加者数

内 容 講師

H27.10.10
（226人）

タイトル：『我が家が一番！
~在宅医療と介護のこれから~』

内 容：高齢期の在宅での生活に不安のあ
る市民を対象に、在宅医療・介護
の実情を講演、寸劇等で説明。

・日下 潔 院長
（祐ﾎｰﾑｸﾘﾆｯｸ石巻）

・石巻在宅ケア連絡会
メンバー
（市内医療介護専門職）

H28.1.29
（340人）

タイトル：『地域で命を支える
~がんになっても脳卒中に
なってもその人がその人
らしく生きるために~』

内 容：地域医療の先駆けである鎌田先生
を招聘し、医療にかからない健康
づくりと地域包括ケアシステムに
ついての講演を頂いた。

・鎌田 實 名誉院長
（諏訪中央病院）

①一般市民向け：地域包括ケアシステムに関する普及啓発研修 ②医療・介護の専門職向け：『多職種連携』、『認知症対策』体制構築研修



【法　令】 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第４１条

【目　的】

【概　要】

【補助金実績】

【業務の受注実績】 【年代別会員数】

【職群別就業実績】

【発注者別就業実績】

平成２７年度

23,750,000円

10,750,000円

47,647人423人234人

47,647人

231人

7,280,000円

237人107,617,265円 36.38% ２５ 2人 61人 148人

25,839

契約金額（円） 71,827,189 0 99,392,691 91,142,195 0 262,362,075

3,959

就業延実人数（人） 1,543 0 3,130 8,766 0 13,439

3,168

就業延人員（人日） 10,209 0 2,222

0

13,408 0

45,839

188,210,528 756,300 262,362,075

1,302

２７

受託件数（件） 130 0 661

48,950,422 1,692,784 17,034,209 5,717,832

計公社公団等 民間企業 一般 家庭 独自事業

15

15 13,439

32,903 112就業延人員（人日） 0 7,164 607 3,751

14 3 3,959

就業延実人数（人） 0 3,543 101 296 167 9,317

96,642,918円

２７

受託件数（件） 0 1,431 56

２５ 4,100件 295,843,456円 167件

事 務

2,440

7,100,000円 7,100,000円 7,100,000円

２４ 3,997件 277,533,204円

２６

143件 62人34.82% ２４ 15人

年
度

158人

区 分 技 術 折衝外交

139人

61,980,585円

市 補 助 金

国 庫 補 助 金

5,022件

3,959件

164件

10,750,000円

262,362,075円

224,175,547円

受　　注　　金　　額

２２32,212,779円

419人 89.9% 43,312人

225人

466人

28.13%

108人

448人 452人 100.9%

428人4,298件 294,811,887円 140件 106,248,168円 101.2%50人

年
度

２３ 3,744件 220,363,534円 158件

130件２７

契約金額（円） 0

0人 60人

221人

管 理

36.04% ２６ 0人

27.38%

0人 75人

技 能

区 分

２７

14.37%

71,827,189円 224人

0人

公共団体

一般作業

２３ 168人 468人

60
才
未
満

60
～
64
才

103.8% 39,761人

45,839人427人

就業率
(B)÷
(A)
(％)

412人 96.5%

503人

初回就
業人数
累　計
(B)

会　　員　　数

計
(A)

522人

70
才
以
上

23,750,000円23,750,000円

サービス 計

就業延
人　員
（人
日）

174人

35,323人380人 81.2%

受 注
割 合うち公共団体発注

分

２２

平成２２年度

年
度

平成２５年度平成２３年度

23,750,000円

平成２４年度

65
～
69
才

公益社団法人 石巻市シルバー人材センターについて

定年退職者やその他高年齢退職者の希望に応じ、臨時的かつ短期的簡易業務などの就業の機
会を提供し、その者の能力を積極的に活用することで、高年齢者の福祉の増進を目的として
設立された法人。

・昭和６３年８月１５日設立、同年９月１日業務開始
・平成１７年４月、河南シルバー人材センターと合併、同年７月河北支所を新設
・平成１９年７月、事務所を門脇から南中里へ移転
・事務所の敷地面積 549㎡
・建物の延床面積 379.8㎡（鉄筋コンクリート２階建）
・駐車場の面積 800㎡（都市計画道路「七窪蛇田線」整備事業予定地）
・資材置場の面積 456㎡（旧シルバー人材センター事務所敷地）
（敷地、建物等は全て市有で、高齢者雇用促進の観点から無償で貸与している。）
・年会費は３千円（Ｈ１９まで１千円）※値上分２千円は団体傷害保険掛金分に相当。
・職員数５名（全員本所）　※期間職員の雇用期間は本所が３年、他は１年間
　職員内訳：常務理事兼事務局長、次長兼業務係長、主幹兼経理係長
　主任主事、主事、期間職員３名（河北支所長・本所２人）
・河南支所は震災による建物被害のため、震災後、建物を閉鎖している。
・平成２５年４月１日公益社団法人へ移行

143人

年
度

受 注
件 数

平成２６年度

23,750,000円 23,750,000円



【石巻市通所型サービス支援事業概要】 

 

 

要支援者を中心とした高齢者の心身の健康保持及び要介護状態の予防、地域での支え合い

体制を推進し、いつまでも住み慣れた地域で暮らせるための活動を支援する。 

 

１ 目  的 

  ６５歳以上の要支援者及び事業対象者（以下「要支援者等」という。）を対象に介護予防・生

活支援サービスを提供する、住民主体（ボランティア）による通所型サービスに対し、補助金を

交付することにより、高齢者等の社会的孤立の解消、心身の健康保持及び要介護状態の予

防並びに地域の支え合い体制を推進することを目的とする。 

 

２ 事業内容 

個人又は団体が集会所等を利用し、要支援者等を中心に障害者、子供、高齢者等に対し、

体操、運動等の活動、趣味活動等を通じた日中の居場所づくり、定期的なサロン等の通所型の

サービスを提供する。 

 

３ 活動内容 

（１）実 施 回 数  週１回以上の実施 

（２）実 施 時 間  １回２時間程度で６か月以上継続実施 

（３）参加対象者  ６５歳以上の要支援者等が５人以上参加していること。 

（一般高齢者や障害者、子供等も参加可能です。） 

（４）主な活動例 

    お茶のみ会、料理を持ち寄っての昼食会、料理教室、季節の行事などのお楽しみ会、手芸

体操（ラジオ・ダンベル・ロコモ）、手芸、囲碁、麻雀、健康講座、カラオケ、畑作り、草取り、花

作り、ゲートボールやグランドゴルフなど 

       ＊高齢者が楽しく活動できるような内容で実施 

 

４ 補 助 額 

   要支援者及び事業対象者一人あたり１回 １，０００円  

（月額上限 ５０，０００円） 

 

 



石巻市都市公園愛護会結成について 

 

石巻市都市公園愛護会は、石巻市の都市公園を、明るく清潔で心地よいものとするため、

また、公園に対する愛護精神の高揚を図るため、地元団体（町内会・老人会・婦人会・子

供会育成会等）が中心となり結成する。 

市の助成として、結成された愛護会と石巻市都市公園愛護業務委託契約を結び、業務委

託料が支払われる。 

 

業務内容 

１ 公園の清掃及び除草作業 

清掃は月２回とし、紙くず、空かん、空びん、ガラス片等を拾う。除草は年６回以上と

し、広場や花壇内を除草する（時期は主に６月から９月を重点的に行う）。収集したものは、

袋に入れ、公園内に置く（利用者の不便とならない場所に置き、都市計画課へ連絡をする）。 

 

２ 公園の施設点検業務 

点検業務は、主に樹木、遊具、水道、便所の施設とする（利用上危険な箇所を発見した

ときは、直ちに都市計画課へ連絡をする） 

樹 木：主に夏期の害虫、台風等の被害による枯死、倒木等 

遊 具：ブランコ等の吊金具、チェーン接点のすり減り破損、滑り台等の溶接部分のさ

びによる破損、ボルト・ナット損失、塗装の剥離等 

ベンチ：ボルト・ナットの破損、塗装の剥離、木部の腐食等 

 柵 ：破損、塗装のはくりや鎖、金網の破れ、銅緑の腐食等 

水 道：メータの破損、水漏れ、蛇口の把手の損失や破損、排水口の不良等 

便 所：強風によるドアの破損、取手破損、清掃業者の清掃状況のチェック等 

 

３ 施設の補修業務 

補修業務は、主に２の項であげられたもののうち、簡易なものを行う。 

樹 木：樹木が支柱から外れたもの。害虫の卵や発生が小規模なもの等 

遊 具：ブランコ等の鎖のからみ、ボルト・ナットのゆるみ等 

ベンチ：ボルト・ナットのゆるみ等 

 柵 ：破損箇所で子供の通り抜け可能な所は、すぐ修理する等 

 

４ 委託料 

基本額 １ 公 園 当 た り   ２３，０００円 

面積割（都市公園）       ８円／㎡ 

面積割（開発・児童遊園）    ６円／㎡ 



旧石巻ハリストス正教会教会堂復元事業 

 

 

概 要 

 北上川河口部、石巻市中瀬にあり、東日本大震災で倒壊は免れたものの津波により壊滅的

なダメージを受けた石巻市指定文化財旧石巻ハリストス正教会教会堂を復元し、中心市街

地に連なる中瀬地区の文化的な観光交流施設として活用する。 

 平成２５年度 

  ・解体格納工事 

 平成２８年度 

  ・実施設計 

  ・復元工事（２９年度繰越予定） 

  ・工事監理（２９年度繰越予定） 

 平成２９年１１月工事完成予定 

 

目的・効果 

 本事業は、現存する最古の木造教会といわれる歴史的建造物、石巻市指定文化財旧石巻ハ

リストス正教会教会堂を復元保存し、震災復興のシンボルとして位置付けるとともに、市民

共有の財産として保存活用を図るもので、中心市街地、中瀬公園の活性化の一助となるもの

である。 

 復元後は震災前同様無料公開とし、一部に展示パネルや展示ケースを設置するもので、石

巻の豊かな文化遺産を公開することにより、全国から訪れる方々へ石巻地域の歴史文化に

ついて理解を深めていただくことを目的とした施設とする。 

 

※旧石巻ハリストス正教会教会堂 

 明治１３年  建設（千石町） 

 昭和５３年  宮城県沖地震により被災 

 昭和５５年  中瀬に移築、市に寄贈。石巻市指定文化財に指定 

                                                     



かんけい丸保存活用事業 

 

 

概 要 

 石巻市の中心市街地に位置し、木造３階建てタイル貼りの建物として全国的に有名な「旧

観慶丸商店」の建物について保存修復し、中心市街地における文化的な観光交流施設として

活用する。 

 平成２６年度 

  ・調査設計 

 平成２７年度 

  ・改修工事（２８年度繰越） 

  ・工事監理（２８年度繰越） 

 平成２９年２月工事完成予定 

 

目的・効果 

 本事業は歴史的建造物を保存するとともに、文化財展示スペースを新たに整備するもの

で、市街地再開発事業や復興公営住宅の整備により、復興を推し進めている中心市街地の活

性化の一助となるものである。 

 具体的には、主に１階、２階部分を補強・改修し、整備予定の複合文化施設のサテライト

展示とするもので、石巻の豊かな文化遺産を中心市街地に展示することにより、全国から訪

れる方々へ石巻地域の歴史文化について理解を深めていただくことを目的とした施設とす

る。 

 

※旧観慶丸商店 

 昭和 ５年  建設（店名は創業者が沖船頭をしていた船名に由来） 

 平成２５年  前所有者より建物の寄贈を受ける。 

 平成２７年  石巻市指定文化財として指定 

 

                          



【空き家等活用・移住促進事業】 

【事業概要】 

空き家、空き店舗及びそれらの一部を活用して、移住希望者及び中長期滞在希望者向

けの居住施設を整備するとともに、移住希望者等が定着するための取組みを実施する事

業者に対して補助金を交付するもの。 

【補助対象事業および補助率等】 

項目 事業内容 補助率 上限額 

ソ
フ
ト 

①移住希望者等

向け 

 情報提供事業 

移住希望者を募集するためのウェブサイ

トの構築、パンフレットの作成、説明会、

セミナーの開催等 

１０割 

１団体 

あたり 

３００万 

②受入態勢整備 

 調査事業 

空き家を提供する建物所有者を募集する

ためのウェブサイトの構築、パンフレット

の作成、説明会、セミナーの開催等 

③相談等事業 
移住希望者が入居した場合に、定着するた

めの相談会や地元との交流会の実施 

ハ
ー
ド 

④建物改装事業 

移住希望者を受け入れるための居住機能

及び入居後の交流を行うための機能を整

備するための建物改装、設備設置 

５割 

１件 

あたり 

４００万 

 ※①～④の事業をすべて実施することが補助金の交付条件。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２７年度の実績】計３件の改修 

○中央二丁目・・・床張替え、屋根修繕、キッチン補修等 

アーティストが居住できる空間として整備、Reborn-ArtFestivalに参加するアーティスト

7月から入居予定。 

○山下町・・・下水配管工事、便器リフォーム等 

仙台市から移住した石巻若者サポートステーションの職員が、自室兼シェルーターとして

活用。 

○鮎川・・・浴室の修繕、内部仕上の修繕等 

地域コミュニティスペース兼シェアハウスにリノベーションし、コミュニティスペースを

移住者が運営できる施設として改修 

石巻市 事業者 

移住 

希望者 

空き家 

所有者 

①情報提供 

③相談 

②空き家募集 

④建物改装 

③相談 

マッチング 

補助 



移住コンシェルジュ
①移住希望者からの総合相談窓口
②お試し居住体験の企画
③各事業との連携調整など

空き家等活用・移住促
進事業
①空き家の選定及び改修
②ＤＩＹ体験の企画等

地域活躍支援事業
①石巻チャレンジワーキング
②石巻版松下村塾
◆起業の機会の創出
※起業に向けたＷＳ
※地元起業者への就業体験

◆担い手育成
※担い手育成講座
（技能取得講座）
※新商品や新たな特産品開発

地域交流・定着支援事業
①地域との交流イベント実施
②起業者との個別相談会
③移住者同士との交流

人 材 育 成 住 宅 支 援移 住 支 援

地域活躍支援推進事業
①総合情報発信（強力な情報発信やブロガー育成等）
②団体調整業務

スマートな地域資源活用創造（プロデュース）事業の概要
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1. 概要 

石巻専修大学が取り組む地域連携活動(市民向け開放講座を行う社会還元事業)、教育 

研究活動事業(地域に関する研究を行う研究プロジェクト事業)を助成金の交付により支 

援する。 

 

2. 目的・効果 

大学が行う地域連携事業を助成金の交付により支援することで、地域社会の発展と人 

材の育成及び学術の振興に寄与することを目的とする。 

石巻専修大学が主体的に行うことにより、一層の地域貢献（大学と市民の交流機会の

拡大、まちなかへの人の流れの創出、本市特有の課題解決（震災復興関連、漁業関連、

観光関連など）)などに寄与することが期待できる。 

 

3. 助成金額 

１０００万円 

※助成対象事業に必要な経費の２分の１以内の額を予算の範囲内で助成する。 

 

4. 平成２７年度助成対象事業（９件） 

(ア)研究プロジェクト事業 

 東日本大震災による被災と学生の健康指標等の関係に関する調査研究 

 宮城県産ギンザケの質的優位性と市場適応性に関する研究 

 石巻まちあるきコースマップの製作Ⅱ―まちあるきマップ制作手法の構築に関

する研究― 

 二市一町の小学校における学習支援の現状と目的及び組織的地域連携の在り方 

 ドローン活用によるシカ駆除の効率化と生息数の把握 

 石巻圏域移輸出入率推計～地方版総合戦略に向けて～ 

(イ)社会還元事業 

 発達障害児をもつ母親への育児支援と支援者養成 

(ウ)石巻専修大学と石巻市による地域連携事業 

 オープンデータ活用による犯罪発生情報共有システムの開発 

 石巻市の食文化を生かした製品開発の方策に関する研究 

石巻専修大学地域連携助成事業 



1 

 

石巻市 学生アンケート結果の概要 

○アンケート実施時期 平成２７年７月中旬  

○回収票数計 1178 票 

  （市内７高校計：石巻高等学校、石巻好文館高等学校、石巻工業高等学校、石巻商業高等学校、 

石巻北高等学校、石巻市立桜坂高等学校、宮城水産高等学校） 

設問Ⅴ．石巻市での居住についておうかがいします 

○ 卒業後は石巻市に住みたい・いつかは戻りたいが多いが、別の場所に移りたいも２割

程度存在しており、適当な進学・就職先がないことが理由として挙げられている。 

○ 戻ってくるために必要なこととして、「働ける場所が増える」が最多であり、次に「公

共交通の利便性向上」となっている。 

 

Ⅴ-1.卒業後の石巻市での居住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ-2.石巻市での居住が難しい（市外に住みたい）理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ-3.戻ってくるため（Uターン）に必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 ６４．８％ 



市外避難者支援事業

再建予定者（市内・市外含む）

これから 取得済み

建設・購

入

復興公営

住宅
市営・県

営住宅

引越し済

回答内容

市内再建者

市内再建完了者 市外再建完了者市内再建支援者

（宮城県との共有情報として提供し避

難者交流会などで活用）

平成２８年度

市外避難者名簿

現況調査発送

民間賃

貸住宅

建設・購

入

復興公営

住宅
市営・県

営住宅

民間賃

貸住宅

取得済み 引越し済

市外再建者

建設・購

入

復興公営

住宅
市営・県

営住宅

民間賃

貸住宅

自立計画届出書

（市外発送データ）
県外避難者名簿（宮城県）

市外避難者支援事業

取得済み 引越し済

回答内容

市内再建者

市内再建完了者 市外再建完了者市内再建支援者

（宮城県との共有情報として提供し避

難者交流会などで活用）

平成２９年度～

各種支援情報提供

現況調査発送

建設・購

入

復興公営

住宅
市営・県

営住宅

民間賃

貸住宅

取得済み 引越し済

市外再建者

建設・購

入

復興公営

住宅
市営・県

営住宅

民間賃

貸住宅

再建予定者（市内・市外含む）

これから

建設・購

入

復興公営

住宅
市営・県

営住宅

民間賃

貸住宅

再建予定者（市内・市外含む）

これから

建設・購

入

復興公営

住宅
市営・県

営住宅

民間賃

貸住宅



がんばる石巻応援寄附金概要（ふるさと納税） 

 

■ふるさと納税とは 

ふるさと納税とは、都道府県、市区町村への「寄附」であります。 

一般的に自治体に寄附をした場合には、確定申告を行うことで、その寄附金額の一部が所得

税及び住民税から控除されます。ですが、ふるさと納税では自己負担額の 2,000 円を除いた

全額が控除の対象となります。 

※但し、寄附金額には、個人住民税所得割の 2 割までなど、収入や家族構成等に応じて一

定の上限がありますので、お住まいの市町村の住民税担当へご確認願います。 

 

■ふるさと納税の特徴 

◇寄附金額に応じて、御礼の特産品がもらえます。 

◇石巻市出身者だけではなく、全国の皆様からの寄附受付は可能です。 

◇寄附金額から２，０００円除いた額が控除されます。 

◇寄附金の使い道は寄附者が決められます。 

 

■申込方法 

 インターネット、郵送、ファクシミリ、電子メールによる申込のほか、窓口において直接

受付も行っている。 

・平成２６年度の申込み状況 ⇒ インターネットからの申請 約９４％ 

・平成２７年度の申込み状況 ⇒ インターネットからの申請 約９５％ 

 

■納付方法 

区  分 平成２６年度 平成２７年度 

クレジット 約７１．９％ 約７８．８％ 

郵便局振込 約２４．２％ 約１９．１％ 

銀行振込 約 ３．１％ 約 １．８％ 

現金振込 約 ０．８％ 約 ０．３％ 

 

■実 績                                (千円) 

 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

寄附 

金額 
2,950 6,599 9,290 32,221 14,186 25,520 316,818 355,715 

寄附 

件数 
15 117 164 193 167 227 17,642 25,078 

 

 

 

 



■寄附金の活用（充当額） 

平成２６年度                               （円） 

番

号 
寄附者指定区分 充当事業 充当額 

１ 市民協働の推進 市報いしのまき発行事業 100,000 

２ 教育の充実 学校図書整備事業 20,129,000 

３ 産業振興 まつりイベント事業 9,880,000 

４ 保健福祉の充実 
乳幼児家庭全戸訪問事業、養育支援

訪問事業 
2,380,400 

５ 環境保全や文化の振興 環境美化促進事業 50,000 

６ 道路・住宅・公共交通の充実 地域交通対策関係費 1,505,000 

合     計  22,901,979 

 

平成２７年度                               （円） 

番

号 
寄附者指定区分 充当事業 充当額 

１ 市民協働の推進 
市報いしのまき発行事業・消防自動

車関係費 
3,210,000 

２ 教育の充実 
学校図書整備事業･子ども未来づく

り事業 
20,129,000 

３ 産業振興 
まつりイベント事業・鹿又農業研修

ｾﾝﾀｰ修繕 
25,900,000 

４ 保健福祉の充実 
乳児全戸訪問事業、放課後児童ｸﾗﾌﾞ

施設整備事業 
26,000,000 

５ 環境保全や文化の振興 環境美化促進事業 8,000,000 

６ 道路・住宅・公共交通の充実 地域交通対策関係費・公園管理費 47,440,000 

合     計  130,679,000 

 



定住自立圏構想

中心市と近隣市町村が相互に役割分担し、連携・協力することにより、圏域全体と
して必要な生活機能等を確保し、地方圏における定住の受け皿を形成するもの。

日付 取組状況

Ｈ22.2.23 石巻市中心市宣言

4..26 石巻圏域定住自立圏形成推進会議設立

9.22 定住自立圏協定締結

10.1 石巻圏域定住自立圏形成協定調印式

11.2～
調整部会、ビジョン懇談会、推進会議
等実施

Ｈ23.3.11 東日本大震災

3月下旬
石巻圏域定住自立圏共生ビジョン策定
及び公表（実施できず）

Ｈ25.5 2市1町担当課長意見交換会

Ｈ27.2 2市1町担当課長意見交換会

Ｈ27.7 2市1町担当課長意見交換会

～圏域に求められる役割～

①生活機能の強化（休日夜間診療所の運営、病児・病後児保育の実施、地場産業の育成 等）

②結びつきやネットワークの強化（デマンドバスの運行、滞在型・体験型観光・グリーンツーリズムの推進等）

③圏域マネジメント能力の強化（合同研修の実施や職員の人事交流、外部専門家の招へい 等）


